














要約

 人口動態調査出生票・死産票の 1988 年から 1991 年までの磁気テープを用い、生まれた

とき、子の住所、父母の年齢、妊娠週数により、第 1子、第 2子ともに生産の同一妊娠に

よる双胎 32,232 組を同定した。磁気テープの出生体重はの値は 100g 未満切り捨てになっ

ているため、509 を足した値を用いた。また、平滑化曲線を求めるために、妊娠期間には

0.5 を足した。厚生省が 1994 年に発表した単胎の妊娠期間別の基準値とはかなり異なる

ことが分かり、双胎では専用の基準が必要であることが明らかになった。


